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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
消化管滞留性製剤は製剤の消化管滞留挙動を制御するため、難吸収性薬物の吸収性改
善が期待できる。本研究では、難吸収性薬物の経口吸収性改善を目的として、粘膜付着
性リポソームおよび胃内膨潤性製剤の製剤設計と消化管滞留機能について詳細に検討を
行った。粘膜付着性リポソームとしてキトサン修飾リポソームを用い、その消化管滞留
挙動を検討したところ、サブミクロン化キトサン修飾リポソームは、キトサンによる粘
膜付着作用に加えて、小腸粘膜層深部へと粒子が侵入することによって滞留性が向上す
ることを明らかにした。また、難溶性薬物であるインドメタシンをキトサン修飾リポソ
ームに封入し食餌による影響を検討した結果、食間投与において吸収性が有意に向上す
ることも明らかにした。さらに、難吸収性薬物であるプランルカスト水和物を用いて胃
内膨潤性製剤を設計し、血中動態を評価したところ、市販品であるオノンカプセルに比
べて明らかに持続することを確認し、消化管吸収部位が限定される薬物の経口持続性製
剤化に有用な技術であることが明らかとなった。 
以上の結果より、本研究で提示した消化管滞留性薬物キャリアーの製剤設計は、難吸
収性薬物の経口吸収性改善のための新しい製剤設計アプローチとして広範な活用が期待
され、博士（薬学）の論文として価値あるものと認める。 
